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おける環境政策と社会変動─産業化・民主化・グローバル化─』 （研究双書五四一号、二○○五年二月）は平成一四年度から一五年度にかけて実施された研究会の成果で、アジアにおける経済開発過程で展開されている環境政策の問題点と解決方法を探っているものであり、寺尾忠能・大塚健司編『 「開発と環境」の政策過程とダイナミズム─日本の経験・東アジアの課題─』 （研究双書五二七号、二○○二年一一月）で行われた議論と残された を引き継いでいる。
今泉慎也編『国際ルール形成と開
発途上国─グローバル化する経済法制改革─』 （研究双書五五九号、二○○七年三月）は平成一六年度から一七年度にかけて実施された研究会の成果で、経済のグローバル化に対応して開発途上国にお て進められている経済法制改革を分析す ための方策を探ろうとする試みであ中間報告書として、今泉慎也編「開発途上国の経済法制改革とグローバル化」 （調査研究報告書 二○○五年三月） 、また、 『アジ研ワールド・トレンド』 （以下、本誌） （第一二巻九号、二○○六年九月）に「特集─グローバルな ール形成と開発途上
国─」と題する特集も組まれた。
さらに、重冨真一編『グローバル
化と途上国の小農』 （研究双書五六○号、二○○七年八月）は平成一七年度から一八年度にかけて実施された研究会の成果で、途上国農村での実地調査に基づいて小農の経営分析を行い、グローバル化が小農の生活に及ぼす影響を明らかにしようとしている。途上国農業をめぐるマクロ経済については中間報告書 重冨真一編「グローバリゼーションと途上国農村市場の変化─統計的概観─」（調査研究報告書、二○○六年三月）がある。また、児玉由佳編「グローバリゼーションと農村社会・経済構造の変容」 （調査研究報告書、二○○五年三月）はこの研究会の準備段階における成果である。
二○○二年一月に四年をかけたプ





企業とグローバリゼーション』 （研究双書五二二号、二○ 二年三月）は企業研究の視点からグローバリゼーションを扱った研究成果で、ラテンアメリカ四カ国 アジア三カ国を取り上げている。国宗浩三・久保公二編『金融グローバル化 途上国』（研究双書五三六号、二○○四年一月）は、アジア経済危機の原因とその後の金融、経済の建 直しについて考察した平成一四年度の研 会の成果である。前述した以外にも本誌におい 、二○○二年六月に「グローバル開発ネットワーク─世界銀行の暖簾分け─」 、一一月には「グローバリゼーション時代─アジアの対応─」 二本の特集を組んでいる。
いずれもグローバル化を当研究所
ならではの切り口で検証した力作ある。発展途上地域とグローバル化は今や切っても切れない問題であるが、今年度も八研究会で「グローバル化」について触れられており、年度末の成果の刊行が待たれるところである。＊
 本稿で紹介した資料はいずれも日本貿易振興機構アジア経済研究所の出版。（
 すずき 　ようこ／アジア経済研究所図書館）
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